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未来を考えるためのワークショップ セルフチェックシート 

お名前（            ） 

当てはまる番号に丸をつけてください。 

１）年齢  １．10代  ２．20代  ３．30代 ４．40代 ５．50代 ６．60代 ７．70 代 

２）気候変動に関する学習歴（業務等で携わった期間） 

  １． 1年未満 ２．1年～3年 ３．4年～9年 ４．10年以上 ５．20年以上 
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1. システム思考コンピテンシー     

a) 私は気候変動の原因となる要因間の関係を認識できている     

b) 私は気候変動の原因となる要因間の関係を理解できている     

c) 私は気候に関連するシステムが不確実性を持っていることを理解している     

d) 私は気候に関連するシステムが様々な分野にどのように組み込まれているか
理解している     

e) 私は気候に関連するシステムが様々な規模（地域から地球規模まで）にどの
ように組み込まれているか理解している     

2. 協働コンピテンシー     

a) 私は他者の視点から学ぶことができる     

b) 私は他者の視点を理解することができる     

c) 私は他者のニーズを理解することができる     

d) 私は他者のニーズを尊重することができる     

e) 私は他者に対して配慮することができる     

f) 私はグループ内での意見の不一致や論争等に対処することができる     

g) 私は参加型の方法で協力して問題解決に貢献できる     

h) 私は他者と一緒に共通のもの（作品・成果）を作ることができる     

3. 批判的思考コンピンテンシー     

a) 私は気候変動の問題の規範（道徳や倫理等）に疑問を示すことができる。     

b) 私は気候変動の問題を解決するための実践に疑問を示すことができる     

c) 私は気候変動の問題解決のための選択肢について疑問を表すことができる     

d) 私は持続可能性について意見を述べることができる     
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4. 予測コンピンテンシー     

a) 私は未来に対する自分自身の望ましいビジョンを描くことができる     

b) 私は多様な未来を評価することができる     

5．戦略的コンピンテンシー     

a) 私は地域レベルにおいて持続可能性を促進する革新的な行動を協力して発展
させる（開発する）ことができる     

6. 自己認識コンピンテンシー     

a) 私は地域のコミュニティにおいての自分の役割を考えることができる     

b) 私は地球規模の社会において自分の役割を考えることができる     

c) 私は気候変動に対する自分自身の行動を絶えず評価することができる     

d) 気候変動に対する自分自身の行動にやる気を起こすことができる     

７．規範的コンピテンシー 

 

    

a) 私は個人や集団全体のエネルギー利用（特に輸送、モビリティ、暖房、栄養
等）に関する様々な分野の低炭素な生活様式に関して、自分の行動に潜む規
範や価値を振り返る 

 

    

b) 私は低炭素な生活様式を目指すための自分自身や集団のゴールやターゲット
について考える     

c) 私は低炭素な生活様式を目指すためには、トレードオフの問題が生じること
もあることを理解する 

 

    

d) 私は低炭素な生活様式を目指すためには、理想と現実との不一致があること
を理解し、折り合いをつける     

８．統合的問題解決コンピテンシー     

a) 私は地域レベルにおいて、持続可能性の観点を取り入れた実行可能かつ公平
な気候変動問題に関する解決策を提示・実践することができる。 
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【未来を考えるためのワークショップの説明 PPT 資料】 

 


